
　子どもたちと接すると、日々の疲れが吹き飛びます。仕事前はいつも、「早くみんなに会い

たいな」と考えています。

　１年生の子と、一緒に日記の文章を考えました。日々の記録の中に、私の名前を書いてくれ

て、とても嬉しかったです。

「なにかけばいい？」

「お菓子は？ずっきーいまチョコレート持ってるよ。内緒にね！」

『　おかしのはなし。

　　ずっきが、まえおかしをもらってがっこうにもってきていました名まえはチュコレートで

した。』

「このあとは？」

「○○はお菓子なに好きかな？」

「チョコレート！」

「じゃあ、『○○もチョコレートが好きです』って書こうか」

『○○も、チュコレートがすきです。』

「ん〜」

「チョコレート、おうちに帰ったら食べたい？」

「うん！」

『だからおうちでたべたいです。』　

子どもたちと接するという事は、とても幸運な事だなと感じている西川での日々です。
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みんなに会えてよかった。
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写真：
学習の時間での様子


